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釜石製鉄所健康保険組合体育館
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ス ポ ー ツ マ ン 綱 領

スポーツは人間だけがもつ文化の一つである。

これをより高く, より美しいものにするには,ス ポーツを行なうものの精神と, それをとりまく環

境の清らかなことが必要である。美しいスポーツマンツップは,こ のような世界のなかで生まれ,や
がて生活を導く基として社会のために貢献するであろう。故にスポーツマンは競技場にあると同じ精

神と態度で生活し, りっばな社会人でなければならない。 ここに真のスポーツがあまねくゆきわたり
すべての人のものとして発展することを希い, スポーツマン綱領を定める。

◎競技するものは,ス ポーツを愛好し,ひいてはそれを心と身体の糧とし,明るい光とすがすがしい

空気のなかで純粋でスポーツを行なうこと。

◎競技するものは,ス ポーツを行なうことによって,社会的名声や,物質的な利益を得ようという考
えをもたないこと。

◎競技するものは,審判の判定を重んじ、その決定に満足しない場合でも感情に支配されぬ行動をと
ること。

◎競技するものは,つねに明朗で,相手を尊重しつつ自分の最書をつくし,,その成果に満‐足するこ
と。

◎競技を審判するものは規則に従って公正に判断し,競技を明るく滑らかに進めること。

◎競技を見るものは,感情にとらわれた応援をせず,美 しい精神とすぐれた技をたたえ,スポーツの

よりよい発展を希うこと。

新日鉄釜石製鉄所 健保体育館
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岩 手 国 体 ス ロー ガ ン

誠  実 。明  朗・躍  進
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日本体育協会選足
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天皇陛下,皇后陛下のご出席 を仰 ユ 本 日か ら 6日 間,全国各地から選
らばれたスポーッの精鋭を迎 え, ここ県営運動公園陸上競技場は じめ,岩

手県下56会場 において第25回 国民体育大会秋手大会 を開催する
ことにな り

ましたことは誠に慶 びにたぇません。

国民体育大会は本年で25回 を数 えますが,関係者の努力にょりわが国の

スポーツの祭典 としてます ます充実発展 し,国民体力の増強 と地方 スボーッの振興に大 きな役割 り

を果 してまい りました。

また,地元岩手県においても県民あげて長期にわた り大会の準備 に専念され、今 日
の栄 えある日

を迎 ぇられたのであ ります。

全国から選 らばれて参加 された選手諸君は,

ては, 日頃鍛えた過 ましい精神力 と競技力の成

ともに,競技場外にあっても節度あるアマチュ

もって所期の目的 を達成 され るよう切望 してや

あわせて,本大会 を契機 に,充実 した体育指
のち, これ を県民全体の体力の増強のために十

朗,躍進の精神 を忘れず画期的な前進 を遂げ ら
終 りに臨み本大会の開催 にあたつて,地元 を
援 に深 く感謝の意 を表 し, ぁいさつ といたします。

第25回国民体育大会

会 長 石 井 光 次 郎

この地元の熱意 と郷土の声援 にこたえ,競技に際 し

果 を遺憾な く発揮 して正 々堂々自己の最善 を尽 す と

ア・ スポーツマ ンとしてふさわ しい行動に終始 し,

みません。

導者 と整備 された施設 をもつに至った岩手県が
この

分活用 され,岩手国体の スロー″ンである誠実,明
れ るよう期待 いたします。

は じめ関係各位から寄せ られた多大のご協力,ご支

V

あ . い さ

文 部 大 臣

つ

坂  田  道  太

天皇,皇后両陛下のご臨場 をたまわ り,全国各地から参加 した若人 1万
6千余名の意気 と力 を結集 して, ここに第25回 国民体育大会秋季大会 を盛

大 に開催 いたします ことは,わ た くしの深 くよろこびとするところであ り

ます。

国民体育大会は,広 く国民の間にスポーツを普及 し,国民の健康増進 と

体力の向上 をはかり,明 る く豊かな国民生活の実現 をめざして,全国の若人が力 と技 を競 いあうス

ポーツの祭典 であ ります。

今 日わが国には国民総 スポーツをめざして,生活の中にスポーツを積極的に とりいれ,た くまし

い健康 と体力を身につけようとする気運が高 まってお ります。

この ときにあた り,郷土の期待 をになって全国から参加 された選手諸君がスポーツ振興の先達 と

して, 日頃練 磨した実力をあます ところな く発揮 し, スポーツの交歓 をおこな
い,友好親善の実 を

あげられることは, まことに意義深いことであ ります。

どうか、公正明朗 なスポーツマ ンの本領 を発揮 し,力 いっばい健闘されることを希望 します。

おわ りに本大会の開催 にあた り,地元岩手県をは じめ関係各位 から寄せ られましたご支援, ご協

力に対 し,深 く感謝の意 を表 しごぁいさつ といたします。

-3-
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あ  い  さ  つ

第25回国民体青大会岩手県実行委員会会長

岩手県知事  千   田     正

天皇,皇后両陛下のご台臨 を仰 二 全国各地から多数の選手,役員 をお

迎 え して,第 25回 国民体青大会秋季大会 を開催 できますことは,こ の上 を

い光栄 であ り,限 りない喜 びであ ります。

岩手国体は,新 しい時代 をひら く1970年代のさきがけ として,「みんなの国体  のびゆ く岩手」

を合 い言葉 に,県民の「誠実」 さをいっそう発揮 し,「明朗」 で豊 かな県民性 を培い, 大 いなる

「躍進」 を期 して, 140万 県民の総力をあげて努力 してまい りました。

選手のみなさんは, 日頃鍛えられた力 と技 とスポーツマ ン精神 を遺憾 な く発揮|さ れ,輝か しい成

果 を収め られ,岩手国体 をいっそう意義の深いものに していただきますよう念願 してやみません。

おわ りに,本大会の開催にあた り,絶大 な御支援,ご協力を賜わ りました関係各位 に,心から感

謝 申しあげ,ごあいさつ といた します。

あ
_,
C

V

い
イ
)

日本パ ドミントン協会

会 長 本 田  弘  敏

第25回 国民体育大会パ ドミン トン競技会 を, ここ釜石市において開催 し

ますにあた り,全国の選手諸君 と一堂 に会することができましたことは,

何 よりの歓 びであ ります。

ご存知のごとくわがパ ドミン トンは世界制覇 を目標に着 々その地歩 を固め,既に女子は 2回連続

王座 に君臨 し,男子においても近 き将来には必ずや制覇出来 るもの と確信致 してお り,男女制覇の

夢は全国の若い選手諸君にかかっておるのでございます。

その意味 において,郷土の栄誉 を荷って参加 された諸君は日頃錬磨の技量 を十分 に発揮 し,堂 々

のプ レーをされ るよう期待 いたします。

終 りに本大会開催のため, 多大のご尽力 をいただいた地元関係者各位 に,厚 く感謝 申し上げ まし

て,私のごあいさつ と致 します。

V
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釜石市長 栗 沢 勇 治

二笠宮妃殿下のご臨席をいただき,全国から各県代表の選手,役員のみ

なさん多数 をお迎 ぇ して,第 25回 国民体育大会秋季大会パ ドミン トン競技

を釜石市で開催することにな りましたことは, この上 もない光栄であ り,

かつ喜 びであ ります。

ここに八万市民 を代表 し,心か ら歓迎申 し上げます。

選手のみなさんは, 日頃練磨 された力 と技 を十分に発揮 し,郷土の声援 にこたえ,ス ポーツの栄

光のため活躍 され るよう期待 してやみ ません。

釜石市は,わ が国における近代製鉄業の発祥地 として, また三陸漁場の中心基地 として発展 して

まい りました。 そしてこんごさらにこれを基盤 として大 きく発展 しよう
、としてお ります。

どうかこの機会に「鉄 と魚の町」釜石市 と国立公園陸中海岸の景勝をご覧
いただき,岩手国体が

美 しい思 い出 とな りますよう念願 して歓迎のごあいさ
つ といたします。

ヽノ

歓 迎 の こ と ば

岩手県パドミントン協会

会 長 山 本 祐 二 郎

-5-

歓 迎 の こ と ば

この度,第 25回 国民体育大会バ ドミン トン競技大会 を,当地.釜石 にお

いて,新 日鉄健保体育館 を会場 として開催するに当 り,全国各地 より精鋭

400余 名の選手諸君 を迎 え,か くも盛大 に挙行出来 ますことは,私共関係

者一同最大の喜 びとするところであ ります。

岩手国体開催決定 と同時に,県下 は勿論全国大会等数 多 くの大会 を本会場 にあて,そ
の都度不備

を点 を是正 し,会場整備 に最善 を尽す とともに大会運営の万全 を期 して参 りました。選手諸君は ,

日頃錬磨 された技 と力を十三分 に発揮|さ れて,郷土の栄誉 をかけての熱戦 を念 してやみません。

大会終了後は,鉄 と魚の街 , そして リアス式海岸で名高 い陸中国立公園の自然美 をご満喫賜 り,

この釜石 をいつまでもよき想い出の地 として,再び御来駕の機会 をつ くられ ます よう切 にお願
い申

し上げ ます。

終 りに,選手役員みなさんの御健康 と御 多幸 をお祈 り致 し歓迎の御挨拶 と致 します。
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皇 后 杯

国民体育大会天皇杯・ 皇后杯授与規程

第 1条 天皇杯は、都道府県対抗男女総合順位 1位の都道府県、皇后杯は女子総合順位 1位の都道
府県に授与する。

第 2条 都道府県総合順位の決定は、冬・夏・秋季の三大会を通じ都道府県対抗競技種目に下記得
点を与え、その合計点の多きものより順次とする。

1位 10点、  2位 7点、  3位 6点、 4位 5点、  5位 4点、  6位 3点
7位 2点、 8位 1点
ただし、同点の場合はその順位を共有し、次の順位は欠位とする。

なお、 1位が共有の場合は天皇杯・ 皇后杯は授与しない。

第 3条 各競技の順位決定は種別のあるものについては、各種別ごとに下記得点を与え、その合計

点の多きものより順次とする。

1位 10点 、  2位 7点、  3位 6点、  4位 5点、  5位 4点、  6位 3点
7位 2点、 8位 1点
ただし、同点の場合はその順位を共有し、次の順位は欠位とする。

天候その他によリー部競技が中止になった競技の成績決定は、その競技団体と国民体育大

会表彰委員会で決める。

天皇杯・皇后杯は冬季大会の開会式に返還し、秋季大会の閉会式に授与する。

天皇杯・皇后杯を授与された都道府県は下の各項により保管ならびにその義務を有する。

1 天皇杯・皇后杯は信託会社または確実な金庫に保管される。
2 破損・紛失に対してはその都道府県の責任とする。
3 日本体育協会が優勝都道府県名を刻入したり、またはその後の必要によリー時返還を求
めた場合はこれに応じなければならない。

則

本規程は昭和41年 4月 1日 より施行する。

第 4条
―

第 5条

第 6条

付
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国民体育大会会長 トロフイー授与規程

第 1条 国民体育大会会長 トロフィー (以下「大会会長 トロフィー」

という。)は,各競技ごとに都道府県対抗男女総合成績第 1位

の都道府県に授与する。

第 2条 順位の決定方法は,天皇杯・皇后杯の授与規程で定める各競

技の総合順位決定方法に基づく。

2 1位が 2都道府県以上にまたがる場合はその都道府県で共有

する。

第 3条 大会会長 トロフィーは各競技会の競技開始式に返還し,終了

式に授与する。

第 4条 大会会長 トロフィーを授与された都道府県は下の各項により

保管ならびにその義務を有する。

責任をもって保管する。

破損・紛失に対しては責任を負うものとする。

優勝の刻名は次回大会までに行なうものとする。

ただし,第 2条第 2項にかかる場合は当該都道府県で協議して決めるものとする。

財団法人日本体育協会が必要によリー時返還を求めた場合はこれに応じなければならない。

■ ■

(1)

(2)

(3)

付

141

員」

本規程は昭和41年 4月 1日 から施行する。

ヽ′ バ ドミン トン競技総合順位決定方法

天皇杯種別 皇后杯種別 順 位 決 定 方 法

一 般

一 般

教 員

高 校

高 校

男 子

女 子

男 子

男 子

女 子

一 般 女 子

高 校 女 子

各種別の 1位 に10点 1 2位 7点 ,

3位 6点 , 4位 5点 , 5位～ 8位

各2.5点 を与え,そ の合計点で順位

を決める。ただし,同点の場合は

その順位を共有 し,次の順位は欠

位 とする。
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第25回国民体育大会バ ドミン トン競技

競 技 会 役 員  (順 序不同,敬称略)

正 寿
才治郎

祐二郎

松 下
浜 り||

口1 本
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郎

雄

二
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祐

文

岡

本

田

村
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郷

広

川

松

彦

衛

郎

丘
　^
一二

義

徳

源

木

友

山

栗

森

白

進

間

二

一

雄

子

光

健

郎

篤

門

光

吉

久

雄

男

操

郎

夫

八

男

富

介

次

男

政

夫

薫

　

男

博

房

充

太

　

工

　

　

　

　

　

　

太

密

押

俊

辰

庄

義

　

熊

　

右

雄

政

輝

正

勝

　

新

正

三

文

高

健

辰

義

光

正

　

　

三

正

隆

弘

長

口

条

藤

渡

野

交

田

村

池

原

谷‐

池

池

上

襲

村

斉

宮

部

目

藤

田

林

田

細

村

辺

崎

　

々木

田

垣

本

嶋

滝

上

後

石

天

入

藤

中

菊

菅

熊

菊

菊

水

八

中

安

小

阿

川

佐

勝

佐

寺

荒

田

渡

山

　

佐

内

板

松

市

治

敏

勉

郎

一

助

三

吉

貢

三

一

一

一

薫

昇

輝

誌

治

治

郎

三

蔵

蔵

男

市

平

夫

二

七

門

子

衛

正

夫

也

晃

市

夫

宏

治

夫

雄

太

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

工

　

兵

勇

弘

　

豊

俊

長

賢

朝

　

良

喜

英

喬

　

　

盛

勝

久

健

一

幸

民

良

三

佐

吉

英

千

幸

左

歌

松

　

伸
‥
郁

　

昇

隆

淳

正

保

安

蜂
西

沢

田

　

田

渡

野

口

切

紫

倉

部

未

尾

成

吉

福

川

池

橋

浦

橋

畑

林

木

　

中

沼

田

田

子

川

池

藤

橋

田

峰

端

木

官

倉

田

藤

々
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―

　
　
　
　

　
　
　
　

木

　̈
　
　
　
　
　
　
　
　
々

栗

本

靭

宮

石

佐

角

押

小

朝

矢

永

中

俊

秋

稲

及

菊

高

矢

上

川

小

佐

金

田

浅

吉

吉

元

市

菊

遠

八

野

真

川

佐

小

高

増

内

長

長

長

検
　
　
会

誉名

会

副

間

　

　

与

轟

　

　

参

V

治

夫

敏

一

雄

蔵

海

実

孟

一

武

郎

郎

光

‐確

実

二

彦

隆

郎

治

人

市

子

郎

‥子

典

実

輝

男

代
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
　
一　
　
　
一出
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

匹

世
　
　
　
　
・

・

喜

貞

兼

喜

鎮

叉

道

　

孟

省

義

平

省

栄

日

　

正

重

義

一

忠

定

茂

静

〓

革

　

　

公

富

野

野

田

田

井

原

田

木

上

内

松

橋

保

木

泉

松

村

沢

山

浦

木

杉

沢

川

木

田

井

端

納

田

六
　̈
　
　
　
　
　
々
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
´
　
　
　
　
　
　
‐　
′
　
　
　
　
　
　
　
　
‐
　
‐

浅

日

広

織

今

回

鎌

荒

井

富

三

高

久

佐

小

小

川

半

畠

三

佐

下

谷

小

佐

高

村

川

加

金

吉

修

雄

吉

七

翁

郎

司

男

勝

松

雄

吉

郎

義

松

一

創

男

平

市

郎

雄

マ

助

蔵

勇

一

方

雄

藤

　

政

与

紋

一

義
一
　

芳

茂

国

武

善

延

武

末

栄

　

一

新

嘉

五

民

夕

金

勝

　

久

勝

保

橋

賀

口

下

鬼

島

　

嶋

九

味

元

田

原

　

田

木

木

場

木

藤

原

原

萱

地

沢

端

山

沢

岡

沢

笠

　

　

々

　

谷

々

松

額

小

官

九

野

林

四

米

五

藤

内

小

沖

野

佐

九

長

佐

佐

小

菅

芦

菊

宮

池

松

桝

菊

藤

郎

雄

平

孝

右

市

男

光

寧

家

一

隆

民

吉

行

邦

郎

実

隆

郎

造

也

郎

郎

吉

雄

三

一

己

一
　

　

次

　

　

一二

十

忠

藤

義

庸

立

二

晃

　

審

信

一

東

馬

良

浩

真

真

源

留

謙

卓

孫

市

伊

武

康

健

成

須

市

井

金

加

藤

原

藤

梶

桜

佐

小

遠

鈴

遠

佐

湊

森

山

山

菊

小

自

阿

遠

島

及

帷

勝

高

　

森

鈴

布

高

小智二郎

地 崎 宇三郎
小 島 忠左IPl

V

川

上

森

藤

田

　

井

原

野

木

野

野

木

藤

木

々
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
々

崎

内

池

岩

岩

部

協

　

川

ｆ

部

橋

郎

雄

二

夫

悟

一真

忠

修

重

木

引

橋

沢出

委  員  長
副 委 員 長

委    員 相

稔

庸

藉

英

正
　
　
寿

岡

中

手

島

大

野

玉

中

作

博

清

良

場

田

村

多

須

相

大

国

内 五郎
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晃

郎

雄

志

正

信

次

男

二

二健

幸

泰

芳

正

彦

三

益

豆

口

原

見

田

嵐

本

藤

井

十

伊

吉

石

新

福

五

榎

加

増

司

右

市

彦

紀

一

明

男

一

美

健

庸

角

邦

基

信

利

英

鉱

直

竹

田

木

本

藤

元

池

村

藤

場

大

藤

橋

山

伊

秋

菊

岡

伊

大

雄

二

雄

章

吉

市

一

武

雄

元

彦

勉

操

彦

夫

児

浩

男

喜

成

昭

忠

則

雄

寛

修

　

幸

　

重

　

　

克

春

乾

　

義

祐

辺

木

光

岡

宅

村

田

野

山

原

沢

藤

斉

林

本

田

生

細

田

渡

青

倉

村

三

仲

吹

牧

村

管

半

伊

安

竹

杉

前

安

荒

沢

南

士

志

雄

郎

壮

徳

一

武

修

市

実

明

蔵

久

雄

典

勇

助之

正

清

正

八

　

光

栄

　

　

佐

真

昌

昌

幸

武

明

　

安

川

原

利

山

本

高

見

飼

岡

村

　

崎

藤

田

田

川

口

山

沢

塩

上

毛

穐

山

日

里

小

浅

市

金

山

伊

沢

山

及

倉

松

小

厳

夫

寿

宣

寿

久

郎

三

武

郎

隆

男

次

夫

二

蔵

一

郎

潤

節

　

博

　

喜

芳

一
　

萬

義

〓

泰

哲

仙

勝

健

二

難

持

田

田

田

山

藤

谷

田

木

山

々本

田

部

村

端

慈

葉

持

関

吉

寺

植

和

九

佐

神

福

並

畠

佐

沢

阿

川

池

久

千

元

員

一郎森   真
二

雄

典

夫

光

一

一

誠

正

時

　

宣

忠

興

久

村

畑

井

橋

田

野

沢

部

川

川

村

高

杉

佐

桝

阿

長谷場

小笠原

佐 野
太 田

伊 藤

田 中

創

精 一

円次郎

信 雄

孝

吉 平

雄

保

久

裟袈

忠

泰

田

崎

部

瓦

山

阿

ヽ
ヽ_′
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競 技 役 員

菊 池 利 明

佐々木 貞 男

一　
洋

鉱藤

坂

伊

登

充

司

弘

武

本

永

松

官

光
　
一　
一

忠

栄

栄

田

飼

郎

次

芳

洋

藤

崎

佐

磁

蔵

一

昌

良

田

尾

沢

松

杉

′
lヽ

堺

一

夫

郎

男

明

彦

美

子

市

雄

二

一

浩

司

郎

道

茂

夫

雄

助

一
誠

子

登

一
夫

之

二

茂

子

雄

哲

夫

一
　
′
　
」
す
一
●
ｒ
ｉ
‐
‐　
．知

■
　
一　
‐
　
●
　
．

‐́
」‐
　
〓
．
　
‐
　
‐
　
‐　
‐
　
　
　
，
，
　
　
　
‐　
　
・

清

宣

智

英

利

克

昭

佐

昇

安

仙

鉱
　
　
祐

慎

弘
　
　
孝

国

龍

金
　
　
悦

清

正

春

正

周
　
　
京

秀
　
　
節

競技委 員長 相 場
″コ委員長 高 橋
″委  員 市 嶋

岡 村
総務委員長 菊 地
′′馴委員長 竹 林
″婁 .員  小野寺

千 葉
総合成■晴‖r員 川 端

審 判 長 内 藤

翻  ″   川1 村
審 判 員 伊 藤

奏

鈴 木
.斉 藤
松 平
藤 沢
鬼 柳
白 沢

燎 審 員 鈴 木

浅 利

伊 藤

寺 島
′」ヽ り:I

金 子
進 行 委 員 杉 本

記 録 委 員 菊 池

掲 示 委 員 佐 藤

シヤトル委員 小 原
点 示 委 員 高 橋

送受信委 員 藤 沢
報 通 委 員 小野寺
放 送 委 員 佐 木々

光

治
　
　
光

敏

正
　
　
高

原

田
　
　
坂

笠小

沢
　
　
松

V

浩

一　
千

仁

一　
一　
夫

金

策

　

勇

誠

忠

野

田

野

葉

藤

切

橋

村

戸

植

千

伊

堀

高

博

伸

子

司

彦

子

義

幸

広

剛

あ

藤

橋

内

藤

井

野

伊

市

山

佐

菅

藤

高 橋 利 行
佐々木 政 孝

男
司
雄
久
一
螂
靖

英

和

辰

幸

祐

豊

村

川

沢

田

島

谷

川

ロ

岡

市

田

山

小

熊

及

葉
　
　
謙

栄

藤

池

藤

部

佐

菊

斉

阿

夫

潔

武

清

子

一

工

子

道

　

　

啓

悦

伸

キ

孝

橋

林

原

野

池

沢

本

原

高

小

菅

上

菊

藤

山

菅

夫

　

雄

郎

雄

一

弥

好

夫

幸

郎

子

徹

一

子

寛

弘

郎

子

子

子

子

一

雄

美

三

　

　

　

　

　

　

次

　

　

　

　

　

　

　

　

　

美

隆

　

信

智

幸

祥

富

　

秀

正

健

節

　

利

英

　

和

三

咲

典

志

貞

賢

照

由

本

　

田

嶋

山

井

嶋

川

山

島

野

本

谷

　

坂

沢

崎

田

原

田

山

川

口

野

庭

々
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―

佐

　

太

市

村

永

小

及

小

高

細

橋

熊

星

小

大

川

本

藤

黒

勝

及

樋

平

桜

子

正

▼
大 町 悟 郎

口員助補

釜 石 南 高 等 学 校 生 徒

釜 石 北 高 等 学 校 生 徒

大 槌 高 等 学 校 生 徒

3,名

39名

12名
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宏

清

夫

彦

彦

三

福

淳

元

和

端

恭

修

保

官

川

茂

川

藤

田

池

小

市

加

石

佐

和

菊



競 技 会 係 員

佐 藤 千鶴子  高 橋 洋 子  菊 池 澄 子
尾 形 良 子

係

係

ム
係

係

係

ラ

　

内

場

務

グ
売

案

待

口
　

付

会

総

ブ
販

受

篠

4ヽ 川1   孝
佐久間 侃 市

千 葉 一 男

佐々木

菊 池

千 田
猪 叉

秀 雄

千代子

優

美津子

前 川l 和 久

小笠原 詢 子

記録連絡 係

電  話  係
会場 整理 係

会場 美化係

練 習会場係

式典諏彰係

総務進行担当

放 送 担 当

表 彰 担 当

器 具 担 当

旗1 担 当
音 楽 担 当

行 進 担 当

進行控室担当

集合誘導担当

プラカード担当

夫

喜

男

一

志

国

重

重

貫

正

本

木

川

田

永

坂

佐

及

吉

末

広

一

治

男

登

郎

幸

子

一

準

夫

修

子

次

忠

夫

人

男

雄

郎

清

一

富

　

卓

利

圭

俊

　

節

　

容

慶

　

貞

直

重

秀

郁

嶺

山

口

橋

木

崎

沢

口

池

池

木

部

崎

叉

森

倉

岡

川

沢

々
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
々
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

駒

村

山

高

佐

山

板

山

菊

菊

佐

阿

山

猪

大

一

長

及

高

森

高 沢 秀 雄

猪 又 慶 次

佐々木宇右工門

佐 木々 寿美子

森   郁 郎  小笠原 克 雄

佐々木 真智雄  小笠原 愛太郎  道 叉 義 雄  小 山   士

小笠原 克 雄

和 泉 重 勝

補 助 j=L

治

子キ

正

サ

沢

子

自

金

子

義

紀

正

井

川

照

前

V

i

V

釜 石 南 高 等 学 校 生 徒

釜 石 北 高 等 学 校 生 徒

釜石市立職業専修学校生徒

92名

32名

10名
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昔,イ ンドのボンペイ州ブーナで発生したこのグーム
は,1844年駐在の英国士官によつて英国に伝わり,1873
年にプーナと呼ばれていたが,グ ロセスターシヤーのビ
ンホード候の所領パドミントンで本格的な競技となつた
(́ド ミントンの名称はその地名をとつて名fiけ られた
ものである。一方長崎・出島のオラング屋敷の古文書や
絵図の中 (約 200年前に刊行されたもの)に現在のパド
ミントンらしい用具を使用して「インド人」が遊んでい
るところが紹介されており,これが現在のパト・ミントン
に発達したものであれば,実に我国には英国により早く
長崎にもたらされたことになる。
パドミントンの国際連盟 (略称 I・ B・ F)は 1934年
ロンドンに本部を置いて創設され,現在60ヶ国の加盟で
成立している。

日本パ ドミントン協会 (略称N・ B・ A)は昭和21年
(1946年)に結成,23年に日本体育協会,27年 1・ B・
Fに加盟して,全国46都道府県と沖縄に支部を持ち,ま
た学生,実業団,教職員の全国職域組織の 3連盟を傘下
に置いて横の連絡が形成されて競技人口の推定は100万

人以上,選手の登録数も2万人を数えている。
パト・ミントンの世界選手権は,国別の団体戦で男子 (
トマス杯)女子 (ユ ーバー杯)と も 3年毎に行なわれる。
日本は第 3回 (1955年)に初参加し,第 4・ 5・ 6・
7回 (1967年)の トマス杯に出場,第 6回東京大会にア
メリヵゾーン優勝国として,また第 7回ジヤカルタ大会
には豪亜′―ン優勝国として参加し,マ レーシヤ(優勝)
インドネシアに次いで第 3位である。
ユーパー杯は第 4回 (19“年)に初参加して,ア ジア
′―ンの代表国として,ニ ユージーランド大会に進み,
インドネシア,イ ギリス,ア メリカを倒して輝く選手権
国となつた (昭和41年 5月 21日 ウエリントン市)。
なお,本年 6月 東京において初防衛戦が行なわれたが
全く他の諸外国を寄せつけず名実ともに,ふたたび世界
のチヤンピオンの座を保持した。
1・ B・ F加盟国は男女とも米,欧,亜,豪亜の 4′
―ンの内,何れかに参加してゾーン優勝国同志のインタ
ープーンに進み,これに優勝して選手権国に桃戦して新
チヤンピオンになるシステムである。

しかし1969年ユーバー杯東京大会の後は,選手権国も
インタープーンに参加するシステムに改正された。

個人の世界選手権はないが,1899年から始まつている
全英パドミントン選手権大会 (ウ エンプレー)tiこ れと
同様にみなされている。

日本の参加は1963年,小宮好雄選手に始まり,1966年
の男子単に秋山真男選手,1967年の女子単に高木紀子選
手,1968年の女子複に高木紀子,天野博江選手がそれぞ
れ準優勝を遂げた。

男子単のベスト8には小宮好雄,宮永武司,小島一平
の各選手がいる (昭43調)

N・ B・ A・ 主催の年次大会は全日本総合 (個人)全

日本実業団 (団体・個人)全 日本学生 (団体・個人)全
日本教職員 (団体・個人)全国高校 (団体・個人)全 日
本社会人 (個人)の各選手大会のはか,国民体育大会パ
ドミントン競技会の 7大会である。

競 技 の 見 方

パドミントンは,追羽根との連想わら幼稚な競技のよ
うに思われてきたが,今 日では最近の国際競技実績から
広い範囲に理解されている。

この競技は強い脚力と筋力,内臓を必要とするスピー
ド感あふれたダイナミツクなゲームである反面,ち密な
神経と繊細な高度のテクニツクを要する興味深いもので

本競技の先進国では常に 1万人以上の観衆を集める魅カ
がある。

また一方ではレタレーシヨンとして,誰でもどこでも
手軽にキヤツチポールのように楽しむことができるのも

今日の発展を呼んだ大きな原因である。

1.524π の高さのネツトをはさんでラケツトで約5′
のシヤトルコツクの打ち合う球技であるが,打ち方 (ス
トローク)の程度はいろいろある。
主なものは高く深く打つ´ヽイクリヤー,ス マツシュ・
ドロツプシヨツト,ネ ツトの攻め合いのネツトストロー
ク (ヘヤピンシヨット)などで,と りわけネツトに当つ
て伝わるようなプレーがデリケートに応酬されるときは
スリルさえ感じる。

相手の弱点を政め,体力を消耗させて行くゲームなの
で逆モーシヨンをとり,ま た鋭い予見で一瞬でも早く防
いでゲームを有利に進めて行くのである。

選手達はラインやネツトの上縁などギリギリの点を攻
め,ま た何十分の一秒の差を争うきびしい競技のため,
たえず細かく気をくばり神経を張りつめている。

喚声やざわめき,写真のフラツシユなどは円滑な競技
の妨げになるから,競技を正しく見る観客として充分な
注意が必要である。

ミスに対して手を叩くようなことも慎しまなければな
らない。

正式の競技会は暗幕で天然光線を遮 り。風が入らない

ようにして人工光線で行われる。

元来が英国発生の競技なので,選手間においても礼を
失するようなことがあってはならない。

競 技 規 則 (抜すい)

試合は単・複 (混合)の 2種類で, 1試合 (マ ツチ)
は 1ゲ ームが15ポイント (女子単のみ11ポィント)で 3
′―ム (2ゲ ーム先取)
サープした方 (イ ンサイド)が勝てば 1ボイントが与
えられてサービスを続け, レシープ側 (ア ゥトサィド)

が勝つと得点は変らずにサービスォバーとなつてアウト

V

V

-12-



サイドはインサイドとなる。

但しダブルスの第 2イ ンニングからはパートナーがセ

カンドサパーとなるので, 2度のフォルトによリサービ

スサイドが変る。

主審は必ずインサイドの得点から,―ルするからどち

らが何点かすぐ判る。

メドミントンにはジエスはなく,セ ツテイングが行な
われる。各ゲームで13ォ ールか,14オ ールとなつたとき

追いつかれたサイドヤまセツテイングする権利を持つ。

セツティングしたときはカウントを一旦 0ォールにし

改めて 5点 (13ォ ールのとき)また 3点 (14オ ールのと

き)グームとして勝負する。
セツテイングにアダインはない。

記録は終了の点数,例えば18対 15,17対 14な どとする。

女子単では10オ ールのとき 2点, 9オ ールのとき 3点

のセツテイングとなる。

主なフオルト (反則)は次の通りである。
1.ラ インタロス,フ ツトフオルト

サービスのときにサーバーやレツーパーがラインを

ふんだり,ま たいたりしたとき (パ ートナーはかま

わない)

足をずらせたり,床から離したとき (一部でもつい

ていればよい)

2.オーパーウェスト,ォ ーパー′ヽンド

サービスがウエストの線より上で打たれたり,その

ときラケツトの頭が手より上lこ出たとき

3.ラ インアウトなど
シヤトルが相手のコートに入らなかつたとき (サー

ビスは決められているサービスコート)

但し相手が打てば入つたこととなる。シヤトルが自

分のコート(サ ービスコート)に落ちたシヤトルを打

たなかつたときや,自分の身体や着衣に当つたとき

4.ダブルタツチ, ドリブルなど
シヤトルを 1人が 2度以上打つたり,続いてパート

ナーが打つたり,ホ ールデイングしたとき

5.オーパーネツト,タ ツチネツト,オ ーバープーン

インターフエアなど

ラケツトや身体がネツトにあれたり,相手側に入つ

たり相手を妨害したとき

フオルトは主審が裁定する。

しかし,サープ, レシープについてはサービスジヤ

ツジが,ラインのイン,ア ウトは担当のラインズマ

ンが裁定す。

この外,息切れや疲労回復のためブレーをぐずぐず

させることを禁示してあつて,主審の許可なしにコ

ートを難れるとォミツトされるから′オルは小さい

ものを身|こつけ,予備ラヶツトはコートサイ ドに置

くなど選手は注意しなければならない。
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式   次   第

tl 6 * (lonlrE)

ft)X,7rr77-v
910 1 「行進曲」演奏

9:18

9:23

ft)X, 7 r 7, -v
9:37 「行進曲」演奏

考

`箭

Fl 上

表 彰

「君
"
」

次

1

2

順 序 時  刻

|

31 選 手 団 入 場

競 技 会 開 始 宣 言

「若  ヽヽ 力」 斉  唱

9:20 1  競技会会長「得賞歌」演奏

会 長 あ い さ つ 9:2 1

歓  迎  の と  II 釜 石 市 長

9:26 .  競技会会長「得賞歌」演奏

閉 式 通 告

選 手 団 退 場

10:00 '

大会会長 トロフイー返還

4

12

5

11

6

10

7

9

8

選 手 団 集 合  18=301
開 式 通 告 |,=001

9:16   競技会委員長

「君 が 代」 斉  唱   1  9=17

・
）

口ヽ′

大 会 の 注 意

1. 各競技・練習会場とも,運動グツは競技用と屋外用をはつきり区別すること。

2. 競技区域内には競技者および役員以外は立ち入らないこと。

3. 会場内は禁煙。喫煙は指定の場所ですること。

4. 貴重品,その他の持物については各自の責任において管理すること。

* 7 * ooEr4n)

1型 ________二 _上重_型上__■___考 _
1 役 員 選 手 整 列  11“ 001

選  手  団  退  場    13:52 1  「螢の光行進出」演奏

「君が代」演奏斉唱

fu;X, zTzz-v13:51

序

表

上同

'昌

開 式 通 告

成 績 発 表

* rxzzs I ロフイー授与)

会 長 あ い さ つ 113:40

13:451 釜 石 市 長

13:48

13:50   競技会委員長

3

2 13:20

13:21

ffi;X,2a/77-v
競技委員長

歓 送 の こ と ば

「君 が 代」 斉

競 技 会 終 了 宣 言

閉   式   通
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諸 会 議 会 場 日 程 表

会  議  名  月  日

監 督 会 議  10.10114:301 ホ テル ま る え

審 半1 会 議  10.101 16:00  釜鉄健保体青館

時  間 場 所

全国理事長会議  10.10 17:00  ホ テ ル ま る え

▼

Ⅱ苧ψ日麿亘亜≡
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V

ffi fr EF*rtrHl*! <v .{ t^l--r tt)

M:一般男子 L:一般女子 T:教員男子 B:高校男子 G:高校女子

競 技 場 の 注 意

1. 選手は試合開始10分前に所定の選手集合場所に集合し当試合の主審の指示に従つてください。

2. ベンチヘ入場行進の後,当試合の組合わせ表lこよる若番のチームから最初に 3分間の練習時間

が与えられます。

コー ト

1 2 3 4 5 6

第 1日

10月11日

(日 )

,:00 開 始 式

10 : 00 M  l ′ヽ1    2 M 3

M 9

�l.   4 M   5 M   6

11 : 30 M  7 M   8 M 10 M ll こヽ    12

13:00 M 13 1ヽ4[   14 M 15

L   2 B   l

C   l 0  2

15:00 L   l B   2 T 1

M 20

T  2

16 : 30 M 16 M 17
l

M M 19 M 21

第 2日

10月 12日

(月 )

9:00 M 22 M 23

M 28 ヽ【 29

1、
.11   24 こヽ   25

M 31

L    (,

M    26 M 27

10: 30 M 30

1´    :,

C   3 G  4

12 : 30 L   3 L 4

B 4

ivi:   33

G    l' C  6

14:00

15:30

B  3

M 32

B  5 B 6

M 36

M 39

T  3

T 5

T  4

1ヽ    34 T  6

17 :00 4ヽ    36 こヽ    37 4ヽ    38

9:00

第 3日

10月 13日

(りく)

11:00

13:00

14:00

114[  40 1ヽ    41 M    42 こヽ   43

L   7

B  7 B   8

L   8 T  7 T  8

C  7 G

4ヽ    44 1ヽ4〔    45

第4日

10月 14日

(水)

9 : 00 L   9

L   10

M 46 B 9

10M 47 B

G  9
|

T  9

11:00

13 30

0  10 T  10

了 式
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天 皇 杯・皇 后 杯 符 点表
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”

石

福

静

愛

~|
|

」

重

阜

賀

阪

庫

和 歌 山

鳥  取

岐

滋

京

大

丘
（

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一

一
　

一
　

一
　

一
　

一　

一
　

一
　

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一
一
一
一
一
一
一
一

一
　

一　

一
　

一
　

一
　

一
―

一
　

一

一　

一　

一

一　

　

一　

　

一

一
　

一
　

一

一
　

一
　

一
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皇    后   杯杯皇天

種 別

県名

合

　

計

一
般
女
子

高
校
女
子

合

　

　

計

順

　

位

一
般
男
子

一
般
女
子

教
員
男
子

高
校
男
子

高
・校
女
子

順

　

位

島  根

岡  山

広  島

山   ロ

香  ′‖

徳   島

愛  援

高  知

福 1岡

佐 賀

長  崎

熊  本

大  分

宮  崎

鹿 児 島

沖  縄

岩  手

一
一
一

一亜
一■
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種 別 及

試合番号

試合

時間

自

至

時   分

時    分
会場名

県 名 名
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ヽ
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メ
｀
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複
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種 別 及

試合番号
|

試合

時間

自

至

時

時
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  1会場名
分

|

イ
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111`

21に

(     )
r  _

t=二 (     )

(      ) (     )

競  技 記   録

V

・
）

-22-

県

一　
　
　
一

一
名

一

１
１

．
―
―
―
‐
，
■
―
　
―
ユ

ー
　
‐

一
手



競 技 記 録

′
_ヽ′

V

種 別 及

試合番号

試合

時間

自

至

時

時

分

分
会場名

県 名 県 名

選  手  名

複

1単

r

)t
ヽ

す(

){
ヽ

す( )

( )

選  手  名

2単 (      ) (     )

種 別 及

試合番号

試合

時間

自

至

時

時

分

分
名

県 名 県 名

(){ }()
選  手  名 選   手   名

複

1単

r   ― ―

 ヽ ノt 正三 }()
( ) ( )

( ) ( )2単

種 別 及

試合番号
|

試合

時間

自

至

時

時

分

分

県 名
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 ヽ ノl =二 }()
選   手   名

会場名

名

選 手 名
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一流
プ
レ
ー

　

が
こ
の
一Ｚ
彼
ット
を

」信
頼
す
′
　

は
な
一
　

・

強

力

な

フ

レ

ー

ム

フ
レ
ー
ム
の
生
命

は
材
質

に
あ

り
ま
す

。

ョ
ネ

ャ

マ

で
は
厳
選
し
た
材
質

を
使
用

。
こ
れ
を
定
評

あ
る
合

板
技
術

に
よ

っ
て
張

り
合

わ

せ
ま
す

か
ら

、
非
常

に

強

い
フ
レ
ー
ム
が

で
き

る

の
で
す

。
も

ち
ろ
ん

、
耐

久
力
も

最
高

。

フ
レ
ー

ム
が

や
わ
ら

か
く
な

る
心
配

が
な
く
、

は
じ
め

の
反
発
力

が
長

く

つ
づ
き
ま
す

。

V

・抜

群

の
反

発

力

太
線
で
示
し
て
あ
る
の
は
、
シ
ャ
ト
ル
を
完
全

に
ヒ

ッ
ト
す
る
範
囲
で
す
。
外
側
の
太
線
が

」
６
５
０
０

内
側
が
外
国
製
品
で
す
。
ご
覧

の
よ
う
に
に
６
５
０
０

は
こ
の
範
囲
が
外
国
製
品
よ
り
広
く
、
ど
こ
で
打

っ

て
も
反
発
力
が
強

い
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
た
か

ら
多
く
の
ブ

レ
ー
ヤ
ー
に
愛
用
さ
れ
て

い
る
の
で
す

し な や か な ア ル ミ シ ャフ ト

NO.6500の特色はアルミシヤフ トを使用 して
いることです。そして普通よリシヤフトの長

さを長めに してあります。これは金属の特性

をより効果的にいかすためのアイディアで、

長い分だけ しなりが一層大きくなり. したか

って反発力がぐつとアップされるわけです .

縁

お 好 み の グ リ ッ プ ・ サ イ ズ

グリップ・サィズは 4種類。お好みのサイズ

が選べます。またグリップには特選 した皮 を

使用。吸水性が大きくょく汗を吸いこみます

から、どんな熱戦でもすべるようなことがあ

りません,皮 が変質 して硬 くなることもなく、
いつまでも手に しっくりくるクリップです。

NO.6500フ ァイブェースデラックス
(フ レーム )¥3500/(張上 )Y3850
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V

府 県 別 参
‐
7て

フ

ク

県

|  |
. 饉    

一

名 | 1螢
1唇 年

1日 |・

|   |

一 1教¬
般 1員 |

女 1男 |

。
|`|

高
校
男
子

高
校
女
ｆ

計

||

ブ

ク

県   名
1監 |一
| 1般
| 1男

1督 11

一 1教 1高

婆1勇 1鱗
子 1子 1子
| |

高
校
女
子

計

北 海 道 20

近

畿

フ

ク

滋   賀

東

」ヒ

ブ

ク

青   森 京   都

官   城 2 3 大   阪

秋   田 兵   庫 8

山   形 奈   良

福   島 和 歌 山 4

関

東

ブ

タ

茨   城
一　

　

　

一

一

３

一

中

国

ブ

ク

鳥   取 4

栃   木 12 島   根 4

群   馬 1 3 岡   山

埼   玉 広   島 4

千   葉 4 山   ロ

東   京 四

国

ブ

ク

香   り‖ 20

神 奈 り‖ 12

山   梨 1 3 4

長   野 1 3 4

新 11 , 3 3 8

」ヒ

信

越

ブ

ク

高   知

九

り‖

ブ

タ

福   岡 4

富   山 8 佐   賀 4

石   り|| 12

4

長   崎

福   井 1 3 ||| 熊   本

東

海

ブ

ク

静   岡 2 3 3 8 大   分

愛   知 宮   崎 4

重 12 鹿 児 島

岐   阜 8 沖 沖   縄

開催地 岩   手 20

参 加
総 計 87 141 30 30 30 30 348
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県 名 一 般 男 子 一 般 女 子 教 員 男 子 高 校 男 子 高 校 女 子

北海道

監督 笠 原 一 男

選手 岩 崎 昭 郎

監督 小 飼 栄 一

選手 谷浦 久美子
′′ 松 田 起 早
′′ 高野 美千子

中 村 富 光

上 江 田 忠

監督 西 村 幸 衛

選手 杉 田 茂 良
″ 宮 崎 岩 次

″ 前 日 八 郎

監督 森  正 三
選手 山 口 克 志
″ 藤 木 幹 男
″ 中 川  肇

監督 奥 山 浩 之

選手 有田 由美子
′′ 菅 野 裕 子
′′ 村 上 政 子

青 森

|

監督 市 川1和 司

選手 小山内 信一

′′ 七 戸 那 厚
″ 山 田 盛 夫

宮 城

監督 渡 部 紘 一

選手 三 浦 憲 雄
′′ 井 伊 恵 治

″ 今 野 一 男

監督 高 橋 貞 雄

選手 小 原 良 雄
′′ 市 川  仁
′′ 相 原 文 弘

秋  田

監督 川 辺 正 勝

選手 三国屋 滋一

′′ 舟 山 一 敏
′′ 熊 地 春 悦

監督加賀谷ユミ子

選手 鎌 田 光 子
′′ 佐藤 ツギ子
″ 1嵯 峨 愛 子

山 形

監督 板 垣 隆 房

選手 郷 野 隆 弘
′′ 沼 沢 利 一

′′ 安 達 敏 一

監督

選手

黒 木 武 彦

永 井  司
鹿 野 昭 男

高 山 昌 三

福  島

監督 布 司 修 二

選手 須 藤  博
″ 宗 像 津 良
″ 菊 地 義 朗

|

|

|

監督 永 井 祥 一

選手 作山 美代子

'′

 伏見 香代子
″ 助川 ひとみ

茨  城

監督 岡 本  紀
選手 早 川I  博
″ 福田 喜代志
:′ 佐 藤 紘 介

栃  木

監督 松 本 弘 充

選手 森 田 利 一

′′ 川 上 喜 久
′′ 三 上 隆 康

監督 柳 田 睦 子

選手 松 本 昭 子

″ 石崎 喜代子
″ 望月 しずか

監督 遠 井 稔 男

選手 藤 井 幸 子
′′ 小 林 敏 枝
″ 池 田 静 江

群  馬

監督 増 田 保 夫

選手 井 上 英 夫

″  稲 オ寸    浩
″ 浅 野 佳 夫

10 埼  玉

監督 五十里 光秋

選手 中 山 広 明

″ 星 野 義 昭

′′ 平 井 克 英

参 加 チ ー ム ー 覧 表

V

ヽ口′
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高 校 女 子高 校 男 子教 員 男 子一 般 女 子県 名

監督 高 夫

夫

繁

美

重

健

　

博

機

澄

藤

岡

千 葉
選手 森

近

吉

東 一示

監督 堺  栄 一
選手 鈴 木 健 二

′′ 池 田 信 孝
′′ i梅野尾 昌一

1監督 吉 良 悠 一 |

!1選手 小 島 一 平 |

'|′′ 渡 辺 直 人 |

|′
′ 坂 本 聖 二

|

監督 遠 藤 啓 治 監督 大 木 一 郎

三

則

雄

本
不
由
‐

選手 杉 田  博 1選手 滝 沢 孝
三

隆

嶋

成

中

池

郎  '′ 折 井 直

夫 ′′ 小 林 良

１
■

博

三

男

応

恵

真

秀

村

田

山

田

田

窪

秋

野

山 梨
選手

監督 大

大

伊

瀬

里

竹

藤

戸

俊 一 :監督 五十嵐 明美

紘 一 1選手 竹 中 悦 子

喜 和 | ′′ 相沢 マチ子
工 広  ″ 後 藤 和 子

新  潟
選手

―
ユ
ー
‐

ユ________

16 長 野

監督 小出沢  悟
選手 伊 藤 尚 臣 |

″ 阿 江 仲 育

′′ 伊 藤  隆

17 山

監督 川1上 洋 一 |

選手 高 林 弘 則 |

′′ 寺 前 信 之 |

′′ 関 村 顧 治
'

監督 :石 原 常 正

選手 山 森 明 美

″ 荒 俣 浩 子

″ 島田 千代子

石 川

監督 新 田 正 治
|

選手 松 下  力
′′ 安 江  勉
″ 山 本 秀 夫

再

匡

一
之

寿

　

栄

忠

島

方

　

本

中

北

原

松

督

手

′

′

監

選

′　
′

監督 河原山 晴夫

選手 銭 谷 欽 治

吾

治

信

勇

山

村

青

竹

19 ,● i
I=“ 丼

監督 梶 谷 将 人

選手 寺 崎 由 雄

′′ 府 岡  弘
′′ 山 本 敏 彦

1監督 中 田  稔
」: 面 1選手 平 野 孝 雄
耐 円

|′′ 大 石 勝 信 |

| '′  日下部 敏弘

監督 栗 田 俊 行

選手 平 野 克 枝
′′ 仁藤 美代志
′′ 鈴木 千鶴子

監督 後 藤  守
1選手 安 沢 武 司

愛 知
隆

春一

村

ロ

伊

樋
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県 名 一 般 男 子 一 般 女 子 教 員 男 子 高 校 男 子 高 校 女 子

22 重

監督 吉 りll正 孝

選手 増 井 孝 夫
′′ 小 林 信 行
′′ 山 口  香

監督 伊 豆  晃
選手 大世古 吉弘
″ 南  善 雄
″ 高 橋 克 彦

監督 水 谷 貞 夫

選手 小 林  親
′′ 井 崎 雅 弘
′′ 棋 野 敏 紀

23 岐  阜

監督 上 原  章
選手 森  芳 夫
″ 河 田  満
″ 樋 口 光 男

監督 和 田 直 美

選手 高 木 紀 子
″ 天 野 博 江
″ 桑原 富士子

24 滋  賀

監督 寺 田  寿
選手 西 川 伊 平
′′ 田 中 英 明
″ 山 口 幸 造

監督 藤 上 良 英

選手 横 田 正 俊
″ 久保田 良昌
′′ 藤 原 健 二

25 京 都

監督 野 村 嘉 明

選手 福 井 達 雄
′′ 長谷川I 進
″ 吉 田 憲 一

26 大  阪

監督 青 木 昭 二

選手 三 木  喬
″ 遠 藤 和 男
′′ 竹 原  茂

監督 片 岡 輝 明

選手 西尾 真理子
″ 秋本 八代美
′′ 秋 本 幸 子

|

監督 谷 口  章
選手 巽  康 司
″ 竹 内  真
′′ 西 川 繁 美

1

27

監督 坂 田 正 美

選手 高 馬  哲
′′ 久保田 健司
′′ 大 竹 節 夫

兵 庫

監督 荻 野 一 夫

選手 池 田 栄 子
′′ 篠 山 和 江
″ 大竹 由里子

奈  良

監督 松 尾 良 行

選手 野 村 安 忠
″ 河 村 憲 一

′′ 開 キ 弘 安

和歌山

監督 荒 尾  庭
選手 厚 地  収
′′ 榎 本  勝
″ 坂 本  拡

30 鳥 取

監督 井原 平八郎

選手 向 井 文 夫
″ 山 崎 厚 夫
′′ 山 根 秋 雄

31

監督 松 尾 益 吉

選手 船 江 昭 浩
′′ 岩 田  一
″ 山 崎 定 利

32 岡  山

監督 虻 江  優
選手 上 野 輝 治
″ 芳 上 一 男
″ 森 口 隆 彦

監督 高 田 浩 二

選手 三 宅  勝
″ 柳 本 魂 敏

'′
毛 利 清 志

監督 山 上 周 之

選手 石 田 雅 子
′′ 吉 田 孝 子
′′ 剛迫 ミユ子

ヽ口′
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V

県 名 一 般 男 子

監督 多 田 稔 和

選手 占 部 栄 一

″ 青 柳 三 義
″ 杉之原 政人

監督 山 県 保 夫

選手 末 広 秀 樹
′′ 河 添 忠 夫
′′ 石 川 好 夫

35 香

監督 平 尾‐正 昭

選手 吉 川1和 孝
″ 高 尾  博
″ 杉 上 有 一

監督 三 原 一 郎

選手 後 藤 妙 子
′′ 永田 美登里
″ 岡村 智津子

一 般 女 子 教 員 男 子 高 校 男 子 高 校 女 子

島

口山

監督 三 浦 捷 治

選手 坂 本 賢 二

″ 刈 屋 昭 三

′′ 富田 正四郎

監督 東 条 義 昭

手選 山 本 真 江
′′ 細 川 泰 子
′′ 山本 みどり

監督 地

選手 森
″ 藤

″ 新

文

示

文

男

義

桂

和

教

下

田

原

名

1監督 鎌 田 紀

1選手 日 下

|″ 横 田 泰

|″ 福 崎 広

夫 1監督 喜

昇 1選手 川

徳 |″ 森

文 |″ 田

岡 恒 雄

東 秀 美

清 美

所 静 子

監督 新 見 泰 志 |

助

弘

俊

栄

忠

正

田

加

藤

吉

星

佐

手

′

′

選

′

′

36徳 島

一
利

光

勝

伯

好

佐

三

督

手

監

選

優

蔵孝

木

上

八

村

姓愛

知一局

監督 楠 瀬  正 |

選手 山 本 忠 幸 |

″ 武 村 守 城
|

″ 浜 田 幸 男
| |

39.福 岡

二

紀

世

英

英

英

沢

上

中

三

淵

田

督

手

′

監

選

′

山 崎 良 治
|

40‐ 佐 賀

監督 古 賀 正 義

選手 淵 上 征 人
′′ 中 尾  守
′′ 高 柳 静 夫

也

一

大

俊

中

武

田

春

督

手

監

選

晴

三

国

秀

藤

原

佐

宮

1監督 中 監督 稲 田  勝
選手 宮田 由美子

″ 樋 口 省 子

″ 川 本 久 子

大

佐

伊

手

′

′

選

′

′

彦

文

彰

洋

克

歳

　

孝

里

束

藤

藤

監督 南  直 治 生

明

節

寿

郷

田

本

西

督

手

監

選

参

身

勇

健

藤

原

工

芦

`へ
|`当  _ 選手 野々口 清介 |

4ι 熊
^′ ′ 西 岡 一 造 |

″ 高 浜 道 雄
.

|       |

431大 分
|
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県 名 般 男 子 女 子般 教 員 男 子 高 校 男 子 高 校 女 子

44 宮  崎

監督 日 高  壮
選手 松 本 行 弘
″ 小 倉 文 雄
′′ 徳 永 英 敏

45 鹿児島

監督 日原 克 彦

選手 前 日 俊 哉
′′ 厚ケ瀬 秋義
′′ 古 口 俊 隆

|

46 沖  縄

監督 仲 本 朝 昌

選手 官 井 文 彦
′′ 宜志富 紹英
′′ 比 嘉 整 二

47
山 | 二千
Z〒  コ~

監督 金 原 良 史

選手 吉 田  寛
′′ 伊 藤  誠
′′ 高 橋 道 夫

監督 自 沢 国 雄

選手 斉藤 せつ子
″ 及 川 恵 子

″ 山 内 幸 子

監督 志 村 正 義

選手 佐々木 彦土

′′ 佐々木 邦夫
′′ 永 沢 和 彦

監督 高 橋 忠 夫

選手 高 橋 信 夫

″ 佐 藤  壮
′′ 佐 藤 吉 雄

監督 細野 健次郎

選手 洞口 美奈子
″ 伊 藤 洋 子

″ 小野寺 礼子

V

ヽ口′
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過 去 の 栄 冠

◎第 4回 昭和24年 東京 YMCA(個 人戦オープン)

東 京  広 田 敏 秀 1 北海道  佐 藤   保  1 東 京  藤 井 光 男

神奈川東 京

愛 知神奈川

位位位

;,'

北海道

III

′r

|

t|

∫
t

佐 藤   保

り|1  吉 田 とよ子

一 般 男子

一 般 女子
.

ｌ

　

一

ホ

一

一般 男子

岡  淳 一

相 場 万 吉

広 田 敏 秀

藤 井 光 男

一 般 女 子
神奈

吉 沢 千 里

後 藤 範 子

小 林 歌 子

中 村 た き

吉 日 とよ子

遠 藤 文 子

｀ヽ 、、_ 順位 |

種別 
｀`
ヽ、|

上 三 郎

,自 団小 (総合優勝 神奈川県 )

神奈川

愛 知

神奈川高 校 男 子 1北海道

位位位

イ

ー

ー

ー

く

―

―

―

ヽ
|

◎第 5回  昭和25年 愛知県

別  ~

一 般 男子 1東 京

般 女 子 1 神奈川

代

栄

子

子

明

喬

実

一

伊

安

佐

片

岡

村

江

藤

藤

藤

賀

岡

松

井

井

綱

　

信

京

道

弘

　

昴

鈴

綾

久

照

子

子

子

子

東桜小学校
小

一
吉

次

道

淳

万

直

武

馬

谷

本

岡

相

大

松

イ
ー
ー
′
ヽ
―
―
ヽ

男

雄

司

勇

光

成

健

川

辺

竹

ロ

石

渡

大

野

イ
ー
ー
ー
く
―
―
―
ヽ

知愛

裕

二

一

夫

周

健

貞

田

山

塗

中

石

神

大

島

吉 田
遠 藤
小 林
荒 '‖

とよ子

文 子
歌 子

とよ子

谷

江

田

ロ与

水

堀

保

伊

′

―

―

プ

ヽ

―

ｌ

ｋ

一
　

一
田

井

宮

田

一
爆
眈

秀

男

宏

久

敏

光

淳

康

保

郎

俊

守

三

英

藤

上

西

林

佐

村

蔦

若

イ
ーー
，
―ヽ
―
―
、

◎第 6回 昭和26年 広島県 広大東雲分校,同附属小原校 (総合優勝 愛知県)

一 般 男子 1東 京

1石 川

位位位

|

|

t

石
|

||

阜

一 般 女子 1愛 知

高 校 男子 1愛 知

男

雄

男

光

成

和

井

辺

藤

渡

蟹

知愛
広

岡

山

治

司

彦

忠

健

和

越

竹

野

玉

大

大

阜岐

秀

明

久

敏

道

康

田
　
　
田

代

子

子

綱

京

澄

藤

岡

原

伊

片

栗

後

林

田

郎

郎

則

八

太

ニ

裕

金

正

藤

　

中

安

　

健

部

口

松

服

野

之

勇

直

夫

一

正

貞

秀江

順位 |

｀｀
ヽ 、

|

登  悦 子 |

貝 原 まさえ 1 北海道
高 田 八重子  |

東

西

諸

江

田

田与

堀

保

伊

綾

久

照

子

子

子
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◎第 7回 昭和27年 宮城県 東北大学体育館 (総合優勝 神奈川県)

一 般 男 子 神奈川 北海道

1東 京

山 形

位 位 位

丘
＾
庫

実
敏
茂
朗

章

芳

井
宮
崎
藤

江
小
山
佐

一示東

秀
明

一
雄

敏
道
昂
秀

田
　
井
原

広
岡
藤
吉

裕
二俊
郵

周
英
豊

田
山
西
坂

石
神
蔦
野

雄
彦
潔
治

文

一　
隆

月
田
石
木

望
倉
力
鈴

一示東高 校 男子 神奈

男
司
明
則

和
英
弾
光

倉
根
藤
島

新
関
内
伏

高校 女 子 神奈

塗
　
田
倉

貝
登
高
米

え
子
子
絵

さ
　
里

ま
悦
八
衣

江
田
田
野
与

堀
保
伊
水

子
子
子
子根

綾
久
照
美

中
谷
瀬
寺
之
野

田
中
佐
小

子
子
子
子

江知
成
教
京

藤
嵐
藤
藤

十
佐
五
斎
佐

子
子
子
明
美

照
弘
久

川
野
田
島

大
竜
藤
中

子
子
子
緑

代
良
美
光

子
子
子
子
津

廷
貞
美

一

瀬
尾
原笠

広
西
小
関

昭和28年 香川県 善通寺体育館 (総合優勝 神奈川県 )

一 般 男 子 1 神奈川 岐 阜

石 ,H

高 校 女 子 香 ,‖

位 位 位

|

男

I

,1 原

石
∫
t 口r

谷
駒

|

順位

竹
岡
羽

一 般 女 子  神奈川 北海道

高 校 男子  北海道

司
〓
昭
郎太

健
竜
哲
金

え
子
子
子

さ
　
麿
ス

ま
悦
須
ャ

男
而
男

一

◎第 8回

千〕
|'

敏

順

田
治
崎
田

広
佐
川
杉

久
博

一

光
秀
十

井
井
川
原

藤
諸
相
萩

工示東 良「
誠

神奈リ

神奈

子
子
子
子

美富
京
範
幸

堀
津
藤
本

西
谷
佐
松

城官
子

子

子

誉

武

久

西

山

鍋

大

秋

真

元
津
部
井

岡
柏
阿
荒

子
子
子
子

江
弘
貴
悦
重

尻
　
外
崎
田

江
辻
半
岡

川
田
野
野多

大
藤
竜
波

子
子
子
子
代

良
光
美
澄

啓
夫
彦
明

牧
利
弘

川
岡
井
藤

越
花
析
内

遠
小
荒
小

片
加
長
井

子
子
子
子
み

文
歌
と
智

藤
林
川
野

敏
則
男
充

兼
方
竜
啓

石
藤
川
桁
谷

◎第 9回 昭和29年 北海道 札幌市 (総合優勝 愛知県)

西

佐

谷

石 ′‖

豊

御

伊

位 位 位

神 ,
|

l

健

正

昭

，
■ 知

子

子

子

美

一 般 女 子  宮 城

高 校 男子 1愛 知

美子

子

子

正

一　
男久

友

亥

子

子

子

久

照

綾

与

貞

一悦

ま

勇

治

夫

登

貝

渋

一
西

江

島

野 口
眼 部
稲 熊

知愛

治

司

三

忠

健

竜

越

竹

岡

玉

大

松

嘉 信

桂 三

昇

高 校 女 子

子

子

子

信

桂

事

田

藤

形

武

伊

尾

島福

美

子

子

嘉

文

基

森

野

宅

大

友

三

山岡

順位 |

｀｀、ヽ」

|

一 般 男子  岐 阜

一
宏

潔

健沢

内

辺

豆

富

伊

渡

子

え

信

さ原

谷

村

尻

谷

範

久

泰

沢

室

竹

大

大

大

知愛

富

範

京

一
　

広

雅

堀

藤

津

・場

反

藤

水

谷

木

清

釣

荒

山富

田

田

江

与

保

伊

堀

V
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V

◎第10回  昭和30年 神奈川県体育館,鶴見高女体育館 (総合優勝 神奈川県)

1岐 阜

梅 津 貴久仁
神奈川

生

板

羽

一永

藤

藤

山 形石 川

ｆ

ｌ

り

ヽ

―

、

一

‘

―

′

―

―

、

香 川|宮 城

1順 位位

神奈

l

I

|

|

広

杉

岡

ｆ

ｌ

ヽ

―

ヽ

一

ｒ

ｌ

ｌ

ｌ

ｔ

秀

博

明

敏

　

道

子

子

一
一
英

一

信

桂

一栄

勝

順

L4

富 山

福

~T

位

田

田

釣 谷 友 一

荒 木 亥久男
高 水   満

一 般 男子

一 般 女 子
子

子

悦

重

部

山

阿

下

北 方   匡
関     功
米 谷 外喜彦

紀

房

至

仁

隆

田

垣

角

子

節

子

功

　

静

木

津

丼

佐

〓
一
管

子

代

子

豊

紙

怜

田

口

村

子

子

子

文

節

基

野

田

宅

友

権

三

′―
―
′
―
―
、

山岡

高 校 男子
1東
京

荒 り11 とみ子
小 林 歌 子

大 川1 良 子

大 竹 健 司

松 岡 竜 三
酒 井 弘

田

蔵

一井

島

岡

武

伊

一永

北

小

昭和31年 兵庫県 神戸YMCA,生 田中学 (総合優勝 岡山県 )

―

―

一

ｆ

ｌ

ｔ

一

ｆ

ｌ

ｔ

一

―

―

一
毛

前

石
大 阪

西

加

金

一板

山

鍵

子

子

子

夫

徳

一

兵 庫

神奈川高 校 男子

位位

|

∫
t

∫
t

北海

¬

小

中

斎

官

村

藤

祠 山

岡 山官 成

山 形

好
　
　
裕

高 校 女 子 1看 ′‖

清

俊

利

貞

洋

奎

志

一

道

子

子

子

西 堀 貴美子

利

田

原

一尾

藤

森

◎第11回
|1頂位

別    _
弘

男

平

博

朗

久

杉 田
佐 藤 芳

佐 藤 昌

一 般 女 子

房

考

志

隆

重

勝

垣

岸

水

節

子

1子

子

子

絢 志

英

与

浦

倉

浦

三

沼

三

城官
工

子

子

キ

桂

衣

井

上

下

横

井

山

一

江

子

一雄

智

之

静

範

寺

藤

野小

佐

文

節

政

野

田

本

友

権

光

益

節

俊

田

木

村

上

増

武

邦

正

竜

柳

桐

本

ツ

田

四

小

岩

桂

寿

林

田

岸

小

戸

根

◎第12回  昭和32年 静岡県 富士宮体育館,富士高講堂 (総合優勝 神奈川県)

北海道東 京

神奈川一 般 女子 岡 山

石 り‖

有

長

松

石 川|

位位

|

t

香
|

t

神奈

|

香

|

子

子

子

一 般 男子 . 神奈川

田

田

田

二

子

子

島

星

神

朗

博

男

芳

　

和

藤

田

倉

佐

杉

新

夫

隆

爾

良

嘉

修

中

野

山

大 川l 良 子
小 林 歌 子

石 川 英 子

井

上

下

横

井

山

′j、

中

鈴

宮

村

木

雄

智

勝

隆

祐

豊

英

野

脇

田

平

森

富

根島

夫

男

章

明

和

知

井

田

酒

村

堀
高 校 男子

田 島 外茂子
山 下 久 子

宮 り|| ツヤ子

順 子

悠喜子

富美子
高 校 女 子

子

子

子

良

弘

禎

橋

村

野

掛

西

佐

岡静

l=翌翌

キ

桂

衣

一好

文

　

俊

一節

政

桂

月

石

木

面

本

林

望

力

鈴

一権

光

小

雄

潔

〓

― 

“

 一

北海道

高 校 女 子
|

一 般 男子 1 神奈川

|



ワ」

一 般 男子

◎第13回 昭和33年 富山県 高岡女高体育館,南星中体育館 (総合優勝 東京都)
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◎第14回 昭和34年 東京都 足立区体育館 (総合優勝 神奈川県 )
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◎第15回 昭和35年 熊本県 菊地市体育館 (総合優勝 富山県)
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◎第16回 昭和36年 秋田県 象潟町中学校体育館 (総合優勝 秋田県)
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◎第18回 昭和38年 山口県 下関市体育館 (総合優勝 新潟県)
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◎第17回  昭和37年 間山県立倉敷青陸高等学校体育館 (総合優勝 東京都 .富山県)
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◎第19回 昭和39年 新潟県立三条高等学校体育館 (総合優勝 新潟県)
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◎第20回 昭和40年 岐阜県 富田学園体育館 (総合優勝 岐阜県)
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◎第21回  昭和41年 大分県 日田林工高校体育館 (総合優勝 莉潟県 )
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◎第22回 昭和42年 埼玉県 越ケ谷市立体育館 (総合優勝 香川県)
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◎第23回 昭和43年 福井県 福井県立勝山合同体育館 (総合優勝 岐阜県)
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◎第24回 昭和44年 長崎県 諫早市体育館 県立諌早高校体育館 (総合優勝 岐阜県)
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バ ドミン トン競技 会 場配 置 図

新日本製鉄株式会社釜石製鉄所
健康保険組合体育館

完成年月日 昭和 34年 9月 15日
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宿  舎 覧  表

、、中 央 競 技 役 員

凛ヽ内競技役員
⑭ 勝 田 旅 館

○ て つ や 旅 館

(3)-5222

(3)-7010

1宿舎  都
1番号  宿

道府県本部役員
舎   名 ,i 4: 地 電 話 番 号

北  海  道 2.丸 !li共  旅 館 釜石市浜町 2-2-3 (2)2847

青 森 県 亀 楽 II I園 荘 ′′ 小川町 1-3-19 (3)6118

宮 城  県 l② 望ノ 海 闘̈ 新浜町 1-2-30 (2)4384

秋 田 ④
l

あ   づ ま  荘 | (2)1827

山 形 県 l④ l あ  ` づ  ま  荘 ′′ 浜町 3-15-2

-

l(2)18 27
福 ③ l 千 鳥    荘 浜町 3-12-6

新 ○ 千 鳥   荘 | 浜町 3-12-6

長 0 |「 々 木 旅 館 浜町 3-2-3 (2)3037

富 Iコ I‖ 〇 佐 々 木 旅 館 浜町 3-2-3 ② 3037

石 川 県 l① l多  田  旅 館 大町 3-5-15 (2)3576

福 井 県 l⑬ l楽  園  荘 小川町 1-3-19 (3)6118

茨  城  県 ① l福  田  旅  館 |

只越町 3-10-30 ② 1613

栃 木 県 l① l釜 石 旅 館 浜町 1-1-2 9)2716

群 馬 県 OI福  田  旅  館 只越町 3-10-30 ② 1613

埼 玉 県 l① lさ さ や 旅 館

や 旅 館

′′ 大町 2-1-16

″ 大町 2-1-16

(2)3523

千 葉 県 l① さ  さ ② 2523

東  京  都 l ① 見 浦 旅 館 大町 3-6-13 (2)4550

神 奈 川 県 01鶴 千 旅 館 大町 1-1-3

大町 2-1-16

(2)3433

山 梨 県 l⑭ lさ .さ や 旅 館 (2)3523

静  岡 県 ④ lき み か わ 旅 館 大渡町 3-2-6 ② 2147

愛  知  県 ⑩ l 酔 . 月   荘 大町 1-3-17 l(rllrre
二  重  県 ① 千 (2)1761

岐 阜 県 l② l 中 舘 旅 館 大渡町 2-3-7 12)423s

滋 ⑫ l横 山 旅 館 中妻町 2-16-21

大町 1-3-17京 都  府 l① l 酔   月 荘 (2)3718

大渡町 3-7-3

大町 1-3-3

大只越町 1-6-2

大只越町 1-6-2

大 阪 府 l⑭ l杉 本 旅 館
|

兵 庫 県 l① 洋    館

奈  良 松   園

⑭ l清   松   園和 歌 山 県

② 2528

② 3600

(2)3303

(2)3600

V

ヽ口′

-46-

都道府 県名

浜町 3-15-2

島

大町 1-4-17

県 | (3)8135

| |



(2)1317

(2)1317

101沢

(2)2456

(2)4559

鈴子町 4-1

千鳥町 1-3-15

地
都
″i

⑦

⑫

②

⑫

◎

さ が わ 旅 館

福 本 旅 館

福 本 旅 館

香  りll 県 口 屋 旅 館

徳  島 県 l ⑭ 長 岡 屋 旅 館
.

電 話 番号

③ 7256

都道府県名

釜石市中妻町 2-4-15

② 3070

(3)5775

所 在
舎
号
宿
番

松 坂 屋 旅 館

高 金 旅 館

道府県本部役員
舎   名

山  口 県

鳥  取  県

広 島 県

島 根  県

岡  山  県

′′ 鈴子町 6-8

'′

 只越町 3-7-15

″ 只越町 3-7-15

′′ 大渡町 2-6-27

(07256

05775]

①知 県 さ が わ 旅 館 | 中妻町 2-4-15

愛  援  県 長 岡 屋 旅 館

(3)5805佐 ⑩ 平

「′ 県

旅賀 県

⑪ l平 沼 旅 館 中妻町 1-20-31

中妻町 1-20-31

|

○ 中妻町 1-5-27 (3)75?5寿   旅   館長  崎  県

大 分 県 ⑪ 松 田 屋 旅 館

本 県 ⑩ ,11 崎  旅  館 | (3)5846

(3)5498

中妻町 1-22-6

中妻町 2-19-6

③ 5498松 田 屋 旅 館宮 崎 県  ①

り|1 崎  旅  館

中妻町 2-19-6

中妻町 1-22-6麗 児 島 県 |〇 |

(2)1613
1 福  田  旅  館 |  

′′ 只越町 3-10-30◎沖  縄  県

(06272
|

ホ テ ル プ リ ン ス |  ″ 中妻町 2-1-2①岩  手  県

- 47 -

千鳥町 1-3-15

(3)5846



国体 関係 機 関 電 話 番 号 表

釜 石 市 国 体 本 部

工 4役 員 席  l
新日鉄
麓鶴計禁強 ‐組 合 体 育 館  ^^

3 - 8087
3 - 8088

総  務  係   3-8089

3 - 8090

3 - 8091
3 - 80,2

-0530(代 )
- 0531
- 0533

室  内  ヮ|新日鉄
鑑葛鋤静要 組 合体 育 館 前  ・́

・ れ 日 席

'~        

大 会 質 只 …
新日鉄竿石製鉄所 野  球  場  ^      

″

4｀  口
          

救  護  沐新日鉄
求
石
1蟹
所
野 球1 場 前  ‐

{

V

″

釜石南高 グラウンド (練習会場)

昭和 国 グラウン ド (予備会場)

小佐野小 グラウンド (駐 車 場)

釜  石 駅  前  案 内 所

案  内  :所

3-

3-

3-

3-

3-

3-

2-

8094

8095

80,3

8086

8181

8180

8097

V
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釜 石 駅 列 車 時 刻 表

V

_ヽ′

釜   石   線 (花巻方面)

田行た

ま

ざ
び こ

行 先発 車 時 刻

_1■ り,.23

東 北 本 線 接 続 (花 巻駅)花 巻 着 盛 岡 着

|つ ,.44

行10.43,.51

ネ

＾ 倉

わヽて
50(急

ヽ6 )(急り
0

2

くりり下
急はやちね

休日運休

7.52

8.02

行
ひめかみ)
はつか り11.268.52 下 2花  巻

2.13

いわて 3上り14.45
13.50巻

|
花

上 り

16.
12.56 ひばり615.

)
仙  台

11.12

急さんりく 10.55

)

ひめかみ
つかり3

15.40

花 巻

り 1 15

上 り15 37
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第25回国民体育大会釜石市実行委員会事務局組織図
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バ L′ リーナ の 軽 ろや か さ

トヨグ の シヤ トル で

プ レー す るあ な た驀
信頼のマーク

●営 業 品 目
パ ドミントンシャ ト

″ ″ ラケット

″ ″ セ ッ ト
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″ ″ ブ レ ス

ルコック

選手用

普及用

各 種

検定品
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祝

第 25回 国 民 体 育 大 会

ノ ｀ ド ミ ン ト ン 競 技

日本バドミントン協会公認

丈 夫 で 優 秀 な

Yo M.ミ セ キ ネ ツ ト

本 大 会 御 使 用 ネ:ツ ト

各協会及連盟公認のスポーツ用ネツト全般メーカー

特にバドミントン,ネ ットはおまかせ下さい。

カタログ御申込次第お送 りします。

ミセキネ ット製 作所

埼玉県幸手町中 1丁 目7-4
(東 武 日 光 線)

lEI.04804② 0379
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祝 第25回国民体育大会バ ドミントン競技

水鳥 ファストゴーノレド

ファス トシルバー

キ囃 Ц.7.   、 `・
ヽビ

フ アス ト印 シ ヤ トル コ ツク

製 造 発 売 元

営業所 山形市六日町7-28 1画′03,94
工 場コ山形市六日町6-46 1菫,00545

有限会社

ヽ_′

V

1競 |1員

ジャワ商会



「幼稚園からオリンビックまで」をモットーに、60余年間の

長い経験 と、新 しい感覚を生かした技術により、す ぐれた製

品の製作に努めてまいりました くセノー〉の製品こそ、皆様

に安心 して選んで戴けるもの と確信いたしてお ります。この

技術が国内の各種大会は勿論のこと、東京オリンピック大会

に引続 き、メキシヨオリンピック大会にも御採用の栄 を賜わ

りま.し た。

勢 能 体 吉 用 品 淋 式 舎 孟量
代日区神田司町 2-'(小 笠原 ビル )電話 03(292)5411(大 代表 )
阪市西淀り|1区佃町 2-154     電話 o6(473)9101(代 表 )
岡市天神 2-8-38(協 和 ビル)  電話 092(77)3568(代 表 )

本

大 阪 支
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大
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家

新
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カ ル 肥 料 製 造 販 売

庭 総 合 燃 料 製 造 販 売

日本製繊佛釜石製鐵所協力会社

ビ  ル  事   業
般 自 動 車 整 備 事 業

祝

国

　

体

全層化成産業株式會祀

卿 田 中 吉 平

本社 釜石市大渡町 1丁 目 7-4 電話釜石(01932)2-41410

く営業所・出張所〉

盛岡営業所

水沢営雲所

東京出張所

仙台出張所

〈工  場〉

麗新製造工場

燃 轟 工 場

菫輛菫

"工
場

《セノークのノヾ ドミントン器具′ま

常に力強く前進しております。



東 京 都 三 凛 市 井 の 頭 4-8-フ
電 話 0422-O-4308・ 4389・ 94:6 日本

パ ドミン トンイン グス トリ株 式 会 社
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祝 第 25回 国 民 体 育 大 会
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1 :苦し`センスのパドミントンウェア
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いま クローバーゥェアがすばらしい人気です
カラーを生かしたフレッシュなデザインが
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バ ドミントン・プレーヤーに大好評

クローバーウエアだけがもつ

若々しい感覚が受けているのです

もちろん着ごこちは最高

どんな激 しい動きにも
. 
ぴつたリフィットします

｀  あなたもクロ…パーウェアで

大活躍してください

緑色のクローバーマークが

日Epてづ
~

ヨネヤマのクローバーウエアには

すべて緑色のクローバーマークが
ついています
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ぜ い た くな コー マ 綿 をふ ん だん に使 用 して い ます 。
エ イ トロ ッ ク織 りの 高 級 な 肌 ■わ りが魅 力 で す 。
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